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五
月
一
日
、
第
三
十
七
回
中
標
津

町
農
協
通
常
総
会
が
中
標
津
町
寿
宴

を
会
場
に
（
出
席
者
二
六
四
名
、
委

任
状
四
十
三
名
）
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
児
玉
組
合
長
か
ら
、
昨
年

の
異
常
低
温
に
よ
る
被
害
は
三
年
続

き
の
打
撃
を
当
地
区
も
受
け
、
そ
れ

に
加
え
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
と
明
る

い
材
料
は
な
く
、
そ
の
中
で
組
合
員

の
努
力
に
よ
り
乗
り
切
る
事
が
で
き

た
。
｜
」
の
た
め
に
も
今
後
、
営
農
と

生
活
を
重
点
に
鍔
え
る
と
共
に
、
農

協
の
健
全
な
運
営
を
基
に
農
協
の
果

す
役
割
を
念
頭
に
置
き
、
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
、

引
き
続
き
来
賓
挨
拶
・
議
長
選
出
と

続
き
、
議
長
に
東
俣
落
の
遠
藤
幸
吉

氏
が
選
任
さ
れ
た
。

議
事
に
入
り
、
議
案
第
一
号
、
昭

和
五
十
八
年
度
事
業
報
告
書
・
貸
借

対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰
余
金
処

分
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
・
第
三
号
、
昭
和
五

十
九
年
度
事
業
計
両
の
設
定
に
つ
い

て
、
昭
和
五
十
九
年
度
賦
課
金
の
賦

課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
四
号
・
第
五
号
・
第
六
号
、

貸
付
金
の
利
率
の
量
局
限
度
決
定
に

つ
い
て
、
貸
付
金
の
最
高
限
度
の
決

定
に
つ
い
て
、
役
員
報
酬
の
決
定
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
中
で
、
中
標
津

で
の
草
地
改
良
を
積
極
的
に
進
め
て

ほ
し
い
。
農
協
運
営
五
カ
年
計
画
を

よ
り
具
体
的
に
進
め
て
ほ
し
い
な
ど

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
原
案
通
り
決

定
さ
れ
た
。

次
に
役
員
改
選
に
移
っ
た
が
、
立

候
補
者
が
定
員
数
を
超
え
な
く
無
競

争
当
選
と
な
っ
た
。

理
事
・
監
事
は
、
次
の
方
々
で

す
。

〔
理
事
］

児
玉
光
彦
氏

山
本
雪
信
氏

秋
山
政
雄
氏

僻
見
孝
氏

竹
村
満
夫
氏

藤
井
弘
美
氏

Ⅱ、

拝麹

［
監
事
］

､ 

４月の

十
曰
公
社
宮
蓄
産
墓
地
説
明

上
曰
管
内
組
合
長
会
諾

四
曰
監
事
総
合
研
修
会

十
六
曰
～
十
九
曰

十
四
曰
理
事
会

十
八
曰
農
協
酷
対
役
員
会

一
十
四
曰
第
一
一
一
十
六
回
農
協
言

一
十
三
曰
農
協
酷
対
総
会

エ
ー
穴
已
～
’
’
十
」
し
ロ

斉竹久佐西
々

藤下我汁〔山

山岡佐会

決
算
監
査

年
部
総
会

部
落
懇
談
会

本部藤

秀赦

夫実康

哲日良政

雄吉夫行健
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第37回中標津町農協通常総会
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可Ⅲ S月号から家の光がワイド紙面になります
<重点企画〉

内容は社会・政治・経済・読み物の一般記事､牛活記
事、農業記事のＳ本を柱に構成しますが、改善にあたっ
て、とくに重点をおくものは、つぎのとおりです。
①暮らしに役立つ生活実用記事は、カラーベージを中lujl
に、写真・イラスト・図などで解説します。

②主婦のための営農記事づくりをすすめ、家庭やグルー
プで話し合える農業情報をイラストや写真で解説しま
す。

Ｏ農協婦人部の指針となる記事を掲載します。
④主婦が気軽に楽しめる健全な教養と娯楽の企画や感動
を呼ぶ読み物企画を充実します。

⑤読者参加の企画を拡充します。
⑥親子読書、持ち寄り読書や地域での生活文化教室など
のテキストにも使える記事づくりをします。

鶴田ﾌﾟﾏ

月蚕､

勺

、

－－ノ

去
る
四
月
二
ト
ー
一
一
日
に
、
酪
対
の

第
十
二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

議
案
は
全
件
原
案
通
り
決
定
し
た
。

五
十
九
年
度
負
担
金
の
乳
璽
割
に

つ
い
て
は
、
二
銭
引
下
げ
の
聡
当
り

一
一
第
胞
回
中

乳
量
割
唾
当
り総
会
園
具
星

七
銭
と
な
り
、
収

支
予
算
書
階
次
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
癬
議
の

巾
で
、
憂
弔
貸
力

｛
お
・
稀
識
の

『
、
慶
弔
費
の

支
出
に
つ
い

て
今
後
規
約

を
設
け
る
こ

と
と
、
酪
農

協
会
の
組
織

の
性
格
に
つ

い
て
意
見
が

あ
り
、
今
後

地
区
酪
対
・

酪
農
協
会
等

の
会
議
を
路

え
て
対
処
し

て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。 J律『、

昭和59年度酪対収支予算書
[単位§円；尺轤 収

矛酢～
入 立 卍

～ 58年度実紙ｌ予卿額摘要 58年度支紙干算額摘壊

繰越命 1.231.537 1,231.537 会議判 77ｨ1.680 832.DOC 役Ｈ会日当外
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北
海
道
施
肥
標
準
は
適
切
な
施
肥

を
行
う
た
め
の
基
準
と
し
て
設
定
さ

れ
て
お
り
、
今
回
そ
の
内
容
が
改
訂

さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
表
１
の
よ
う
に
、
採
草
地

を
草
地
の
特
徴
（
植
生
に
よ
り
区
別
）

で
五
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
、
牧
草
の

種
類
や
マ
メ
科
牧
草
の
混
入
割
合
に

よ
り
、
目
標
収
量
と
施
肥
量
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
混
播
草
地
の
単
極
儲
成

表１採草地の施肥標準量

耐【肥１１，MMllZI 
植生

勺イブ
日撒収嗣草ｊｉｎの詩微牡胞の紘罰
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０
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二℃：吾し
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赤クローパカ旺盛な

（ 
6Ｃ 

〃

化成６５２

化成jl5G
ヨー、、ラテポノクローバ

比較的新しい草｣山 ６１Ｕ２Ｚ 
旅クロ

ＩＦ室、

赤クローバか武退し
うティノヴローパが
30％撞庇を占める単
仙

テモン
６８１２ 

（ 
化成６５２

化成１５［

６０ 

Ｍ 
Ⅱ ４．５０［ 

ＲＩｕ２２ ラデ刑ノワローハ

5［ 

4（ 

１
１
 

化成０２２

化成456

は
経
年
的
に
変
化
す
る
た
め
、
マ
メ

科
割
合
の
多
い
掌
地
（
Ｉ
タ
イ
プ
及

び
Ⅱ
タ
イ
プ
）
で
は
、
チ
惚
葬
施
肥

量
を
お
さ
え
で
マ
メ
科
牧
草
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。

逆
に
マ
メ
科
牧
草
の
衰
退
し
た
草

地
（
Ⅲ
タ
イ
プ
及
び
Ⅳ
タ
イ
プ
）
で
は

マ
メ
科
牧
草
の
収
量
は
ほ
と
ん
ど
期

待
で
き
な
い
中
で
、
チ
ッ
素
の
施
肥

量
を
増
加
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て

収
量
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
タ

マメ科駮草が極y>てチモシ
ｍ６１Ｅ 

1１ 少左ぃチモーー主鱒 4.00［ 
(ク臣テハを少Ｌ
含む）

化成】型

化成４５６

4０ 

．０ 
lｄｌＦＷＷｉ 単弛

Ii鯛
(I綴

5Ｃ 

５Ｃ 
マメ科牧肛がI且とん lｉｌ６１Ｂ 

Ⅳチモシ 』邸肖』嘘してチモシー ＩＬＯ[Ｘ 肌
就1６８２２ 

lit-とを～た/糺弛

、
、

、
、

､ 

、Ｖ 、
、

、
不良イネ科草

、、
、 、’ ■ 

イ
ブ
．
Ⅱ
タ
イ
プ
よ
り
も
チ
ッ
素
施

肥
量
を
増
や
し
て
収
量
一
を
確
保
し
、

近
々
更
新
の
対
象
と
し
て
準
備
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
に
Ｖ
タ
イ
プ
は
雑
草
類
の
侵
入

が
著
し
く
、
も
は
や
家
畜
の
〃
エ
サ
“

と
し
て
の
価
値
は
な
く
、
施
肥
効
果

も
な
い
こ
と
か
ら
早
急
に
更
新
・
す
く

き
で
す
ロ
・

ま
た
、
放
牧
地
・
兼
用
地
で
も
表

２
の
よ
う
に
、
マ
メ
科
牧
草
の
有
無

表２放牧地･兼用地の施肥標準量
繍記ｌｕｌ施肥ｉｆ

日揮収1,1荒地の特厨牧草の極爾
ＮＰＫｉｌｌｌ緑の趣爾舐

彦己、 kDL･Ⅲ別ＭｌｉＲＩ【、kＲＩＩＩｎ 

チモシ

(’ 
上成０５５

k戒４５６

3０ 

３０ 

マメ科牡蔵20-30％を産
Ｂ１ＵＩ２ ,ＬＯＯＣ 

〆〕局覚iIU
プロ一己

チモン
マメ科牡硴が10％以下虚 ｣「

（ 
化成５５：

化成５６F
1５８１２ 4.0DＣ (クローバを少Ｌ

含む〕

Ⅲ 
草地

Ｉｌｌ 

に
よ
り
施
肥
量
か
違
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
化
成
肥
料
に
加
え
て
表
３

の
よ
う
に
新
銘
柄
も
加
え
ら
れ
、
そ

れ
ら
を
利
用
し
た
中
で
、
草
地
の
実

態
に
即
し
た
施
肥
を
実
施
し
て
、
効

率
の
良
い
牧
草
生
産
を
行
っ
て
下
さ

い
。
ま
た
、
土
壌
診
断
の
活
用
に
よ

り
、
地
力
の
向
上
及
び
施
肥
改
善
才

は
か
り
、
更
に
堰
き
ゅ
う
肥
や
ス
ラ

リ
ー
を
利
用
し
て
施
肥
量
の
節
減
に

も
努
め
て
下
き
い

表３肥料成分一覧表

｢￣￣雛 苫土千．素ｌリン砿加里

厩Ｉ
２
５
２
５
５
５
６
月

飽
一
化
化
化
化
化
化
化
Ｎ

5％ 10％２０％２０％ 

lＵ２５１５ 

１０１２２２ 

６１５２２ 

１５１５ｉｂ 

ｌ４５２６ 

１５６１５ 
１門２２

ロ
｜
屋
リ
ワ
奎
一
ワ
ニ
侭
〕
Ｒ
〉
戸
」
ワ

可
＆
〔
Ｕ
〔
し
魚
〕
反
〕
ん
。
氏
．

戒
成
放
成
成
成
成
ｋ

￣ 

■ 

■
。

P」Ｉ
Ｉ
１
 

甲
史
■

、
Ｂ
■

５ 

Ｔ
】
Ｉ

に

１ 

蕊印ht新銘柚

植生

タペプ
1W(膜の紘爾 草ｊｍの詩間 {1隠収ｉｎ

施腿ji施蝿例

:ＶＰＫ 肥料の種類 １１ 

千毛シー

ラデイノク□..（

赤クローーパ

赤クEルーパか旺盛な

比較的新しい軍｣世

kg/10コ

5.000 

地AｇｋＦ

ｆ１８１８ 
ＩＩｌ 

６：l}２２ 

/化成652

(化成'156

kに汀OE

6(） 

二Ｉ

チモシ･‐

テディノクローバ

赤クローバか蜜退
ラティノク[J‐･`＄
30％樫l艶を占め為
地

』,50Ｕ
６８１８ 

Ｌ､） 

８】{]２２
(Ili鰯

6０ 

３０ 

iIl 

ﾃﾞーモシ

<ク巨一･（を少:，
bＰ 

食む）

･マメ科験草が極y>て

少ないチモシ・・主体

草地

4,000 
106：８ 
１１ｊ 

】`１８２２

(綴臘
(|【鵺

5０ 

４０ 

４０ 

４０ 

チモシー

マメ科牧附[がほとん

ど梢戦して子転シ･－

ｉｉｉ･--となった単地

ＬＯ[X〕

１４６１８ 
ｌｉｌ 

ｌ６Ｂ２２ 
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５０ 

〔X〕

5０ 
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ケンク別ノキーー．レツ

ドドップあるい礁桃
重XTiの侵入が苫し（、

単地

、
、

表１採草地の施肥標準量

牧草の極賦 草地の特微 【l擦収1世
苑:;i報ｉ

ＮＦｉｌｉ 

鋪記

肥料の越頚

例

価

チモシーー

ク舌。－．Ｊ

マメ科牡草20～卯％を｣！

〆〕ろ草地
'１．０００ 

ｋｇｌｉ６ｉ[ｘ 

８１０１２ 
/化成０５５

(化成４５６

肱

川００ノ３３
岨

デモシー‐

<ク１７．.パを少し

倉tJj

マメ科牝俄が10％以下②

草地
4.000 i５８１２ (|鰯lｉ

40 

10 

表２放牧地･兼用地の施肥標準量

ﾃﾞ.,ｿ素 :ノン砿 ､Ｈ里 苫ざ・上

巧型塑珀沁轍型 侭叩巨』［ｕＦ『ｗ４ｕ・戸田ｕ、『Ｕ。

表３肥料成分一覧表
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乳
房
炎
は
酪
農
家
の
皆
様
に
と
っ

て
大
き
な
悩
み
の
一
つ
で
あ
り
、
日

夜
苦
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
、
縁
詳

切
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

し
か
し
、
個
々
に
お
け
る
愛
牛
へ

の
飼
養
管
理
面
の
良
否
に
よ
る
発
生

率
は
大
差
が
あ
り
ま
す
（

乳
房
炎
の
発
生
は
図
表
の
よ
う
に

§乳房炎１回発生による金銭損害額は
○損･失孚瞳

（１日当り平均乳量×出荷不能日数）＋

（減乳割合×減孚uLlj間×１日当')平均乳量）
○].日当り平塾l乳量（18.2kg）

中標津町58年経産牛１噸当り乳量

5,556kg÷305ｐ 

ｏ出荷不能日数（７日］

ｏ減孚劇合（35％｝

○減矛醐間（60日）

ｏ１１(g当り乳代単価(中標津町58年平均）

（93.85円/11塔）

よって損失乳量は′

（]8.2kg×７日)-1-｢0.35×60日×18.2kg）

＝509.6ｋｇ 

金額にして

509.6kg×93.85円＝47,826円の111害

これらに診療費を｣Ⅱえると多大な批失である⑤

〆
､ 

１ 乳
一
房
炎
に
よ
る
損
害

雪
印
乳
業
中
標
津
工
場
徳
永
隆

乳
頭
の
内
外
的
損
傷
ま
た
は
個
体
の

抵
抗
力
の
減
退
に
細
菌
の
存
在
が
加

わ
っ
た
時
に
発
病
し
ま
す
。
細
菌
か

乳
房
に
侵
入
し
て
発
生
す
る
一
般
的

な
侵
入
経
路
は
乳
頭
か
ら
で
す
。
そ

の
時
、
飼
育
環
境
・
取
扱
い
・
飼
料

給
与
失
宜
等
に
よ
る
抵
抗
力
減
退
と

い
う
一
つ
の
誘
因
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て

４回冒帛

1 

---Ｚ ～ 

乳
房
炎
を
発
病
さ
せ
ま
す
）

「
急
性
乳
房
炎

周
知
の
通
り
、
乳
房
に
熱
を
帯
び
、

腫
れ
て
蒲
か
り
、
乳
牛
が
熟
発
し
、

食
欲
が
減
退
し
、
外
見
上
か
ら
も
す

ぐ
わ
か
る
も
の
。

二
、
慢
性
乳
房
炎

乳
房
は
一
見
正
常
で
あ
り
、
多
く

の
場
合
、
牛
乳
中
に
は
変
化
は
見
ら

れ
な
い
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｔ
テ
ス
ト
を
行
う

と
凝
集
す
る
。

た
だ
し
、
｜
泌
乳
期
間
に
お
け
る

乳
量
・
乳
成
分
の
低
下
が
大
き
い
。

ま
た
、
｜
般
的
に
み
て
平
均
四
頭
に

酪農家の皆様
乳房炎１回やると

鰯の損ですよ〃

一
頭
は
、
こ
の
慢
性
乳
房
炎
に
羅
蝋

し
て
い
る
と
考
え
て
頂
き
た
い

§
乳
房
炎
に
よ
る
損
害

①
酪
農
家
の
損
害

ィ
、
乳
一
房
炎
か
軽
重
症
に
よ
り
、

乳
量
が
五
○
～
八
○
○
噸
減
少

す
る
。

ｐ
、
乳
一
犀
炎
に
か
か
っ
た
乳
牛
一

頭
一
年
当
り
乳
量
は
平
均
五
○

○
埴
減
少
す
る
）

〈
、
余
計
な
手
間
か
か
か
り
、
作

業
時
間
か
長
く
な
る
》

｝
「
新
し
い
乳
牛
補
充
の
た
め
に

余
分
な
賀
用
を
必
要
と
す
る
。

乳房炎の発生
β､⑤ｂ 

へ
抗
生
物
質
捨
療
に
伴
な
い
牛

乳
出
荷
荒
が
減
少
す
る
。

卜
、
乳
成
分
の
低
下
か
認
め
ら
れ

乳
代
単
価
か
下
が
る
。

②
乳
業
工
場
の
投
書
（
略
農
家
の
間

接
的
損
害
｝

ィ
、
乳
製
品
の
品
質
低
下

ロ
、
．
ハ
タ
ー
の
保
存
性
の
低
下

句
チ
ー
ズ
の
品
質
低
下

娠
論
療
費
が
か
か
る
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こ
の
試
験
（
五
年
め
）
催
、
前
年
に

選
抜
し
た
五
十
－
六
十
系
統
に
つ
い

て
一
区
三
十
株
、
二
反
復
と
試
験

精
度
を
高
め
て
実
施
し
、
優
良
な
系

統
を
選
ぼ
う
と
す
る
世
代
で
＋
Ｌ
調

査
は
収
量
形
質
の
外
に
、
生
育
全
般

の
地
上
部
の
特
性
、
早
期
肥
大
性
お

よ
び
塊
茎
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
行

い
ま
す
。
こ
の
世
代
は
場
内
で
の
試

験
の
外
唄
多
収
地
帯
で
あ
る
清
里

町
（
現
地
選
抜
間
）
に
供
試
材
料
の
一

部
を
持
ち
込
ん
で
、
各
系
統
が
ど
の

よ
う
な
成
績
を
示
す
か
を
み
ま
す
画

そ
れ
ら
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
優

良
な
系
統
を
十
五
～
二
十
選
抜
し
ま

す
⑥
場
と
清
里
の
こ
れ
ま
で
の
試
験

結
果
か
ら
、
全
般
的
な
傾
向
に
つ
い

て
み
る
と
、
場
は
瀧
里
に
比
べ
一

馬鈴薯談義鰯

ばれいしょ品種改良の話

生産力検定
予備試験

根釧農試村上紀夫
ノ、

個
重
で
は
同
穐
度
か
や
や
大
き
く
な

る
が
、
株
当
た
り
い
も
数
は
一
～
四

個
確
実
に
少
な
い
后
従
っ
て
、
い
も

収
量
は
一
－
五
割
少
な
く
な
る
．
し

か
し
、
で
ん
粉
仙
は
約
一
－
三
％
高

い
。
結
局
、
で
ん
粉
収
量
で
は
一
～

四
割
少
な
い
。
ま
た
、
地
上
部
の
最

大
繁
茂
堂
で
は
、
清
里
が
八
月
上
旬

に
達
す
る
の
に
比
べ
場
で
は
八
月

中
旬
以
降
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
」

と
か
ら
、
多
収
と
な
る
た
め
に
は
初

期
生
育
が
良
く
、
地
上
部
の
妓
大
繁

茂
昂
に
達
す
る
の
か
早
く
、
か
つ
株

当
り
い
も
数
を
多
く
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
世
代
で
食
・
加
工
用

向
き
に
選
抜
し
た
系
統
は
、
冬
に
水

煮
試
験
（
肉
色
・
舌
ざ
わ
り
’
粉
粘

質
・
煮
く
ず
れ
・
黒
変
・
味
・
外
兄

な
ど
）
お
よ
び
ポ
テ
ト
チ
ソ
プ
試
験

（
色
・
乾
湿
・
味
・
外
見
な
ど
）
を
実

施
し
ま
す
。
吾
ら
に
供
試
系
統
の

い
く
つ
か
は
、
春
に
北
農
試
に
送

り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
抵
抗
性
の
右
錦
瞥
検
定
し
て
も
ら

い
ま
Ｔ

こ
の
と
う
に
、
こ
の
選
抜
世
代
子

は
普
及
栽
培
上
重
要
な
特
性
に
つ
い

て
系
統
ご
と
に
明
ら
か
に
し
ま
、
寵

`E宇日

オ
ー
ル
ニ
ッ
ポ
ン
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

農
林
水
産
大
白
濟
旦
、
昭
和
五
十
八
年

北
海
道
ホ
ル
ス
ダ
ウ
イ
ン
共
進
会
ク
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
等
．
、
数
々
の
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
カ
ィ
ン
ナ
ー
・

シ
ュ
ー
プ
リ
ー
ム
・
エ
ス
コ
ー
ト
号

を
所
有
す
る
東
藻
琴
府
の
楠
目
久
定

氏
を
講
師
に
迎
え
て
、
中
標
津
乳
牛

喚
艮
同
志
会
主
催
の
第
三
回
巾
‐
標
瀧

バ
ー
ン
’
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
審
査
技

術
講
習
会
）
か
、
去
る
四
月
二
十
荷

ﾊﾞｰﾝ｡ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開憐れ6／
が
、
当
日
は
小
春
日
和
の
陽
気
に
恵

ま
れ
、
参
加
者
は
百
名
を
越
え
る
艦

況
で
、
準
備
か
ら
進
行
ま
で
全
面
協

力
し
た
俣
落
同
志
会
で
は
嬉
し
い
悲

鳴
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
定
刻
の
午
前
十
時
半
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
（
四
頭

一
組
、
四
部
編
成
）
と
も
牛
が
良
く

揃
っ
て
お
り
、
序
列
づ
け
に
は
各
ジ

ャ
ッ
ジ
マ
ン
と
も
苦
労
し
ま
し
た
か

審
査
講
評
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

”詞

ジャッジマン得点

、
、
俣
落
の
上
村
力

牧
場
を
会
場
に
開
鵬

さ
れ
ま
し
た
。
低
温

で
雪
溶
け
の
遅
れ
が

目
立
つ
四
月
で
し
た

ｌ｜ 
名
一
正
功
拡
一
列
部
則
一
稔
稔

「 名氏得点

正
丼

弾
太
佐
金
上
古
高
楼
安
福

原
Ⅲ
藤
子
上
川
束
井
田
Ⅱ

９６点

９３点

FＭＭｊ 自
分
な
り
の
見
方
で
、
適
切
な
説
明

を
す
る
人
が
多
７
、
な
っ
て
来
て
お
り

回
を
重
ね
る
ご
と
の
有
意
義
さ
を
感

じ
ま
し
た
が
、
体
型
と
乳
器
の
配

点
、
ま
た
各
部
位
に
よ
っ
て
も
例
え

ば
脚
の
良
い
も
の
を
上
位
に
す
る
か

尻
の
良
い
も
の
を
上
位
に
も
っ
て
来

る
か
、
そ
の
辺
の
評
価
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
講
師
と
一
致

し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
成
績
に

つ
い
て
は
一
二
○
点
満
点
で
上
位
十

名
は
別
表
の
通
り
で
す
。

安
昭
敏
川
索

８４点

８１点

Ｐ 

Ⅱ 

７８点

Ⅲ 

1J 

’ 

得点 氏名

９６点

９３点

９０点

８４点

８１点

７８.常

弾11；原」三

太ｉｉｉ功

佐藤拡

金ｺﾞｱ‘宏…

上＃}:」弓昭グｊ

台’1１敏郎

高束jllラｊ

､桜井宰一

安；円稔

澗｛:！穂
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昭
和
五
十
八
年
度
根
室
生
産
連
家

畜
市
場
（
定
期
）
の
実
績
を
グ
ラ
フ
に

ま
と
め
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
の

家
畜
市
場
に
つ
い
て
は
生
産
者
の
販

売
協
力
体
制
の
確
立
と
計
画
頭
数
の

確
保
に
推
進
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、

根室生産連定期家畜
市場の実績について

／ 

上場頭数/成立頭数 市場成立縮

500Lri LOOOAni 偶11ｶ名１頭穀 Ｌ５００ｊｎ 
`単「:、711］

662Ｈ’ 

617Ⅱ釦5玲Ｉ
藤津町

計ｌｆｉＬＢｌｌ T53II 

6郵Ⅱ８２７用

西傑別 ;99L1II 
l6難ＨＵＯｌ先

ぽ可

上瀞j3I Ｌ］１２Ⅱ 

ＬＵＪＯＩＩ９３５９ｉ１ 

M1］梅

１．.l73H 

l25U窟849％,576Il 

1ll9H727勘'１１巻別11/'1ﾉﾘＩｉＩＩｉ'1ﾉﾘ１１"Ｉ

li69Hl 
8】9既Ｕ４ｎｇｈ

限案

縦F1町l1lHlIm鶏

Ｚ”鰯Zｌ
560Ｈ 
5雄略93.2y〔

中標離町

その他|/"llllIﾉﾉﾉ|｜雛;5幟

「

介計 上囎躯軟T36TJrl

成立蜘難、,4511MI＝hILni率８７６蝿
その他62,6473.7％111M日町3.73()０－”

万
’
九
年
度
の
乳
価
交
渉
も
不
発

に
終
り
、
限
度
数
量
も
僅
か
七
万
ト

ン
上
積
み
さ
れ
た
だ
け
が
明
る
い
材

料
で
す
”
だ
が
、
今
年
も
計
画
生
産

気
味
で
あ
り
、
不
安
材
料
も
あ
り
ま

す
。
五
十
八
年
度
は
、
割
当
乳
量
五

四
、
九
二
二
ト
ン
に
対
し
一
○
｜
｜
｜
・

四
％
、
前
年
実
績
に
対
し
一
○
六
・

四
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

58年４月～59年３月迄［前年比】 卵
年
度
受

～～年皮 5７平 ｓ
Ｂ
◆
フ
Ｂ
フ
し

項目～へ 5８ｆｌ: 
忽刃

10589％ 
'受託子ＬＩｉｌ 〈

朗
年
４
月
～
明

106.42％ 

3.6236％ 
脂肪蘂

3.6534％ 

8.4707％ 

託
乳
量

無脂同Ifr準
8-5248弾

12.0943％ 
全国形率

別
表
の
通
り
乳
成
分
’
乳
代
も
前

年
よ
り
上
廻
っ
て
い
ま
す
。
乳
量
’

乳
成
分
と
共
に
粗
飼
料
が
悪
い
と
い

わ
れ
な
が
ら
も
向
上
し
た
の
は
飼
養

管
理
等
の
創
泄
工
夫
に
よ
る
も
の
と

察
し
ま
｛
Ｌ
乳
価
に
つ
い
て
は
基
推

価
格
・
乳
成
分
の
ア
ソ
プ
も
あ
り
ま

す
か
、
乳
製
品
需
給
関
係
の
好
転
に

よ
る
も
の
と
Ⅱ
断
致
し
ま
す
。

12.1782％ 

74.5057銭
生乳代

77.7211銭

年
３
月
〉
は

172226銭
補給帝

161582銭

91-72114戦
乳代合ｉｉｌ

93.8794銭

451.7794銭
無脂固形単価

483.1314銭

HP狩轌
5７傘

5８ｆＩゴ

'受託乳
:of:､８９％ 

106.42タ

１１旨肪準
3.6236 

3.6534 

鱈脂同形率
8.47071 

8-52481 

全ｌｋ１形率
』2.09431

12.二782％

`ｋ\Ｌ代
74.5057銭

77.721二銭

補給金
且7.2226銭

｣6.1582銭

乳代
sL7284釦

93.8794銭

無脂固形単価
4517794銭

483.131‘1銭
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「
な
ら
し
放
牧
を
十
分
に

舎
飼
期
は
貯
蔵
飼
料
て
あ
る
サ
ィ

レ
ー
ジ
や
乾
草
を
主
体
に
給
与
し
て

い
る
の
で
、
第
一
胃
内
の
微
生
物
相

か
一
定
の
種
類
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
】
こ
の
微
生
物
は
、
第
一
胃
の
巾

で
エ
サ
の
分
解
・
発
酵
に
た
ず
§
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
エ
サ
の
種
類
が
急

変
す
る
と
、
そ
の
機
能
が
発
揮
て
き

な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
エ
サ
の
切
り
換
え

は
鼓
脹
症
や
下
痢
な
ど
を
ひ
き
お
こ

す
の
で
、
放
牧
に
出
す
際
に
は
初
日

か
ら
青
草
で
満
腹
に
さ
せ
ず
、
子
釣

乾
草
を
給
与
し
て
か
ら
放
牧
す
る
な

ど
、
七
日
か
ら
十
日
間
の
馴
致
期
間

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

二
、
預
託
牛
の
準
備

公
共
⑪
牧
場
に
預
託
す
る
育
成
牛

の
中
に
は
、
放
牧
馴
致
か
不
十
分
な

た
め
亨
故
を
起
一
）
す
も
釣
も
い
ま

す
、
各
戸
の
総
営
の
中
て
一
定
の
肌

'堂 術農 技一
一
霧
磯
崎
鹸
蕊
蕊
競
蕊
囎
溌

□
ぬ
ロ
』
跣
二
Ｍ
可
部
宍
］
ロ
』
】
。
図
・
コ
ー
ロ
咄
山
‐
再
】
劇
・
ロ
”
。
。
（
．
、
ｍ
ｊ
ｐ

・
・
』
』
句
Ｈ
・
汪
卓
・
・
ご
ロ
グ
、
莚
戸
□
；
■
。
。
ソ
『
ｗ
●
、
ご
琶
凸
□
・
の
。
。
Ｐ
●
ｗ
『
』
・
い
げ
』
｜
ョ
『
・
・
』
・
肉
。
。

錨
輌
撹
潮
の
飼
養
管
理
対
策
｛
Ｌ
ｊ
ｊ
：
．

■
■
■
 

■
■
 

『

丙
琴
・

】
山
凹
－

ｍ
■
 

に
■

■
■
Ｏ
 

Ｂ
ｐ
■
 

準
に
よ
り
選
抜
さ
れ
、
未
来
か
託
さ

れ
て
い
る
高
価
な
育
成
牛
聿
箪
争
故
か

ら
防
ぐ
こ
と
に
十
一
分
留
意
す
べ
き
で

す
“
預
託
十
の
放
牧
馴
致
か
必
要
な

理
由
と
し
て
、
②
登
夜
放
牧
で
寒
冷

に
対
し
て
の
抵
抗
〃
を
つ
け
る
こ
と

や
茄
一
胃
の
消
化
機
能
か
鮒
し
い
エ

サ
に
順
応
す
る
の
に
時
間
か
か
か

る
・
す
環
境
急
変
に
よ
り
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
急
増
す
る
た
め
、
栄
養
不

足
に
な
り
や
す
Ⅶ
③
新
し
い
緋
行

動
の
中
て
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
や
す

い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
た

か
っ
て
入
牧
子
定
牛
は
、
冬
季
間
か

ら
屋
外
で
飼
う
時
間
を
長
く
し
て
寒

さ
に
慣
ら
し
、
牧
草
の
萌
芽
と
と
も

に
放
牧
採
食
さ
せ
る
べ
き
て
す
。
そ

し
て
、
放
牧
章
の
採
食
量
の
向
上
と

と
も
に
機
飼
や
サ
ィ
レ
ー
ジ
・
蝋
草

を
へ
ら
し
、
入
牧
目
前
に
は
全
廃
し

ま
すま
た
、
入
收
か
近
づ
く
と
昼
夜
尾

例■、

外
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
す
⑥
こ
う
し

た
馴
致
か
計
画
的
に
竺
一
れ
た
か
否
か

は
、
入
牧
時
間
中
の
一
日
当
り
の
噸

体
重
（
Ｄ
Ｃ
。
｜
に
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

昨
年
、
中
標
津
町
営
牧
場
に
お
い

て
、
十
几
戸
一
七
二
頭
に
つ
い
て
実

施
し
た
増
体
量
調
査
結
果
で
も
、
そ

の
こ
と
が
ふ
さ
れ
て
い
ま
す
、
｜

表
止
は
各
月
令
二
と
の
Ｄ
Ｃ
を
集

計
し
た
も
の
で
一
九
実
際
に
は
、
個

体
ご
と
や
農
家
間
で
ハ
｜
弓
つ
き
が
あ

り
ま
す
。
表
２
は
十
九
戸
③
緯
家
）
｜

と
の
Ｄ
Ｃ
を
集
計
し
た
も
の
の
中
か

ら
Ｄ
Ｃ
の
多
い
方
と
少
な
い
方
よ
り

二
戸
づ
つ
抽
出
し
た
も
の
で
す
。
Ａ

農
家
は
Ｄ
農
家
の
Ｄ
Ｃ
の
〒
’
’
一
倍

も
あ
り
ま
し
た
’
十
分
に
放
牧
馴
致

を
行
っ
た
牛
は
入
牧
後
、
下
牧
ま
で

直
線
的
に
増
体
し
ま
す
が
、
馴
致
不

良
の
牛
は
下
痢
を
お
｝
’
す
な
ど
し
て

体
力
を
消
耗
し
、
時
に
は
正
常
な
発

育
に
も
ど
る
ま
で
、
｜
｜
力
Ⅱ
以
上
罰

□
』
■
■ゴ
『

ｉ
 

ｎ
＆
」
（

『
バ
ド
『
』
ロ
グ

｜
や
・
・
■
‘
 

Ｉ
 

〈・尹穿・■』
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
｛
Ｌ
ニ
ヵ
Ⅱ

間
と
い
え
ば
、
入
牧
期
間
の
五
○
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
表
２
で
み
た

と
こ
ろ
の
Ｄ
Ｇ
が
二
・
｜
｜
｜
倍
の
差
と

し
て
現
わ
れ
る
こ
と
も
う
な
ず
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

〈
洞
料
乍
物
〉

と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培

昨
年
は
、
収
量
的
に
も
栄
養
的
に

も
、
か
つ
て
な
い
低
収
で
し
た
。

し
か
し
、
ほ
場
に
よ
っ
て
は
生
収

量
で
四
ト
ン
以
上
と
れ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
、
技
術
に
よ
る
収
量
差
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

今
年
は
冷
害
年
に
な
る
こ
と
も
予

想
し
、
作
付
面
積
は
飼
料
作
面
積
の

十
ハ
ー
セ
ン
ト
以
内
と
し
、
次
の
三

点
を
徹
底
す
べ
き
で
す
。
①
早
生
品

種
の
利
用
。
②
適
期
播
種
（
五
月
二

十
日
～
ニ
ト
五
日
一
一
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
極
上
）
③
除
草
剤
の
土
壌
処

理
。
特
に
除
草
剤
に
つ
い
て
は
、
四

～
五
葉
期
に
ゲ
ザ
プ
リ
ム
の
生
育
処

理
が
天
候
と
の
関
連
で
困
難
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今
年
は

播
種
後
に
土
壌
処
理
を
徹
底
す
べ
堂

で
一
九

■シ、

表２農家ごとの増体量（58年.普及所(Hg年_等１A所）表１入牧時の月今別体重と増体重
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【
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９
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皿
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Ｆ
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Ｊ
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〃
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鰕
令２１２３１５２Ｈ

3４５４４０３８５５２７ 

一
。
’
二
堵

172 

Ｆ
１
 ７ Ｆ ４ 如錘

下、分２５２７１９２７

２６１２９３２９９３２１３７９３８７４３３４４５４８９４８［ 35Ｆ 体重 牧体箙d５１５３５４３４５７Ｅ
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腱家Ａ：ヨＣｌ）

Dri数 ３９：４ユ９
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IｈＦｉＸ 

2１２３１５２３ 

4５４４０３８５５２７ 

下牧
｣】令

Ⅱミ甑

2５２７１９２７ 

[15：５３５４３４５７３ 

牧L1数 :２：Ｉ２１１２０ｌ２０ 

野Ｃ(９） 87378/７４ｺ０３８７ 

「Ｚ令
９１ユ］３１５１７１９２１２３２５２７
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'一・Ｊﾄﾞ均

頭鐘 3０ 上８］８４：７：Ｚ 172 

体重 26：２９３２９９ ９３８７４３３４４５４８９イi89 〕5５
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０
勺

昭和59年５月５１」

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
，
れ
た

健
康
管
理

毎
日
の
生
》
埴
を
健
康
で
快
適
に
過

す
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
と
適
度
の
運
動
、
十
分
な
睡
眠

を
と
る
こ
と
が
基
一
本
と
な
り
ま
す
。

国
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
平
均

的
に
は
バ
ラ
ン
ス
も
と
れ
十
一
分
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
的

祝

、』

田園閏國厩

食事壁健康
北根室地区農業改良普及所

罠 」
」

こ
れ
か
ら
農
繁
期
を
む
か
え
ま
す

か
、
労
働
に
よ
っ
て
消
費
し
た
カ
ロ

リ
ー
上
墓
噸
７
た
め
に
は
、
そ
れ
に
貝

合
っ
た
食
事
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
十
分
隠
噸
フ
ニ
と
か
で
き

な
け
れ
ば
体
重
が
減
り
、
疲
労
も
残

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
腹

を
こ
ら
え
て
作
Ⅷ
菜
す
る
こ
と
は
疲
労

感
も
疲
労
度
も
増
加
し
ま
す
し
、
快

復
も
遅
れ
ま
す
。

こ
れ
で
は
健
康
を
維
持
し
て
い
く

ま
せ
ん
劃

こ
の
こ
と
は
肥
満
や
高
血
阯
・
動

脈
硬
化
と
い
っ
た
成
人
病
か
大
人
だ

け
で
な
く
子
供
に
ま
で
広
く
表
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

●
疲
労
と
食
事

に
見
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ

ー
）
の
取
り
す
ぎ
や
脂
肪
⑪
取
り
す

ぎ
な
ど
、
必
ず
し
も
良
い
と
は
言
、
》
〈

倉室〆 ～ 

八コ

健康の３本柱

妓
近
の
健
康
食
陥
ブ
ー
ム
で
、
食

物
せ
ん
い
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
Ⅵ

食
物
せ
ん
い
ば
、
体
の
調
子
を
鵯
え

た
り
、
大
腸
ガ
ン
を
お
さ
え
た
り
す

る
と
い
わ
れ
、
薬
局
や
店
の
一
角
に

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
．
｜
腹
か
減
っ

て
は
戦
は
で
き
ぬ
」
と
い
う
二
と
ば

の
と
お
り
、
作
鑿
蕊
“
率
の
面
か
ら
も

好
ま
し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

作
墾
盾
よ
る
疲
労
感
を
少
な
く
す

る
た
め
に
も
、
食
事
は
し
っ
か
り
と

取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
食
物
せ
ん
い
と
食
事

列子ｌ
必要IIL

成人
、仇

食ｊｈｌ群虚

1ｍや肉になるた人ぱ（源
魚・貝・肉薊ｉ 130日

豆・豆製品 【0０９

DＢ蝋 ５０月

牛乳・乳挫｣品 250典

勘｛力になるエ系ルキー編１
綴燃 350日

いも瀬 100｣巴

な
ら
べ
ら
れ
て
い
ま
す
七

食
物
せ
ん
い
を
取
る
こ
と
は
、
望

ま
し
い
こ
と
で
す
か
、
食
べ
物
か
ら

取
る
こ
と
の
方
か
、
ミ
ネ
｜
フ
ル
な
ど

の
他
の
要
素
も
同
時
に
取
る
一
一
と
が

で
き
る
の
で
、
食
く
物
か
ら
取
る
工

夫
を
し
た
い
も
の
で
す
ｂ

こ
れ
ら
は
、
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
て
い
れ
ば

十
分
摂
取
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
食
事
と
い

う
の
は
、
私
た
ち
か
恩
「
て
い
る
以

上
に
大
き
な
働
き
を
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

ilnil同髄 ３０回

２０質LPPニニ｣」

択壷、
体 lＯＯＲ 

そ′）llil卿瀧 200狸

櫛薗 ２９ 

服突徹200,コ

表Ｊ発生件数

五
十
八
年
度
は
青
年
部
が
中
心
少

な
り
、
乳
質
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開

し
別
表
Ｉ
の
通
り
す
ば
ら
し
い
効
果

を
上
げ
た
車
は
生
産
者
の
意
識
向
上

の
表
れ
と
思
い
ま
す
。
管
内
で
は
今

回
も
下
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、

酷
対
役
員
会
で
レ
サ
ズ
リ
ン
３
以
上

に
つ
い
て
だ
け
改
正
す
る
よ
う
に
要

望
が
あ
り
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
別
表
Ⅱ
の
通
り
改
正
致
し

乳
員
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の

改
正
に
つ
い
て

辰 レザズリン２レサズリン３以上ｌ抗Ｉ士物質汚染矛Ｌｌ徴収金諭

際
HO7 Ⅲ 【 2,150.795 

１７J 凸
５ Ｌ１３８．２６〔

表IＩペナルティー1k日当り〈tij位:11｣」
擬り場的ま

て充にうんつ『し抗に合です
蝋燦鰯致は悪が

り讓鰄黙瓊

」現柊改訂
２５１５１ 

～|… 
レサズリンワＦ

し］トズリン３以l＝１０「

別
一
ｍ

抗性物質汚染牙Ｌ］O〔

食 群侶 成人ｚ－Ｐユ
ロのj必要111

(霊ii;声
魚・具・肉緬

豆・豆.製品

｣ﾘ1１蝋

牛ザレ写し製品

l３０Ｒ 

100 

5０ 

250 

減キレノ、ネエ→。な『』’刀狐▼Ｓ、鋤

露
犠賊

蝋

油胴額

とう

350 

:0０ 

3０ 

ZＣ 

体 ＃菰色野菜

その他蝉莱

海算

Ⅲミ突蹴

100 

20(〕

200円

、、
レザズリン２ レサズiノン３以上 抗性物質汚染矛Ｌ 徴収金誠

57年 302 ｌＵ 2115().795 

58年 】7４ 1,:38,260 

=､帛田～■－－． 現柊 改訂

レサズ゛）

レヨナズIガン３以」
訂'１J､

一ｑα１Ｊ 5０ 

杭･Ｍ２物賀汚染矛Ｌ
■TmＦ１ 

凸凹ＦＬＪ

■ｆ兎｣戸１

且Ｌ'Hｆ



農協だ よ 』 Ⅲ 
昭和59年５月５日

理事会の経過

第
一
回
理
事
会

開
催
月
日
四
月
十
四
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

議
案

「
第
三
十
七
回
通
常
総
会
提
出
議

案
の
審
議
に
つ
い
て

昭
和
五
十
一
八
年
度
事
業
報
告

書
、
貸
借
対
照
表
（
財
産
目
録
）

扱
益
計
算
書
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
外
、
五
件
を

原
案
ど
う
り
第
三
十
七
回
通
常

総
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

二
、
役
員
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
者

等
の
指
名
に
つ
い
て

選
挙
管
理
者
（
兼
開
票
管
理
者
）

に
遠
藤
幸
吉
さ
ん
を
指
名
し
ま

し
た
。
ま
た
、
投
票
管
理
者
外

に
は
、
望
月
幸
夫
さ
ん
、
西
山

一
義
さ
ん
、
舟
橋
清
高
さ
ん
、

鈴
木
敏
夫
さ
ん
、
服
部
一
好
き

ん
、
西
垣
丈
夫
苔
ん
、
杉
本
匡

視
さ
ん
の
七
病
を
そ
れ
ぞ
れ
指

名
し
ま
し
た
。

三
、
参
事
の
退
任
に
伴
う
特
別
功
労

金
の
協
議
に
つ
い
て

永
年
に
わ
た
る
勤
続
と
参
事
の

要
職
の
功
績
を
配
慮
し
特
別
功

労
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

報
告
事
項

「
総
会
前
の
地
区
別
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て

二
、
役
員
協
議
会
の
開
催
日
程
に
つ

い
て

三
、
昭
和
五
十
几
年
度
組
勘
供
給
認

定
に
伴
う
保
証
人
の
整
備
に
つ
い

プ」

四
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
牛
乳
集
荷

運
賃
に
つ
い
て

五
、
酪
対
の
第
十
二
回
通
常
総
会
の

開
催
日
程
に
つ
い
て

六
、
車
両
リ
ー
ス
の
更
新
に
つ
い
て

〃、

●
免
税
軽
油
の
取
扱
い
に
つ
い
て

す
で
に
農
作
業
も
始
ま
り
ま
し
た

か
、
免
税
軽
油
の
取
扱
い
に
つ
い
て

次
の
点
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

「
作
業
記
録
表
の
記
入

作
業
記
録
表
は
、
免
税
用
途
に
使

用
し
た
軽
油
の
消
費
量
を
把
握
す
る

た
め
の
大
切
な
記
録
で
す
。
免
税
軽

油
を
使
用
し
た
時
は
、
か
な
ら
ず
記

録
し
、
毎
月
毎
に
集
計
し
、
覗
月
の

五
日
ま
で
に
農
協
に
提
出
し
て
下
さ

い
吟な
お
、
作
業
記
録
表
の
提
出
が
な

い
場
合
は
、
免
税
軽
油
の
使
用
状
況

が
硴
認
で
き
な
い
の
で
、
免
税
軽
油

を
使
用
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
す

で
に
使
用
し
た
免
税
軽
油
に
軽
油
引

取
税
が
課
税
き
れ
ま
す
。

二
、
用
途
外
使
用
の
禁
止

免
税
縫
油
は
届
出
の
あ
る
機
械
で

き
め
ら
れ
た
作
業
を
行
う
場
合
に
の

み
、
そ
の
使
用
を
認
め
ら
れ
ま
雨

し
た
が
っ
て
、
届
出
以
外
の
機
械

知柧おき抄、

の知識
く根室税務署〉

ま
た
は
、
き
め
ら
れ
て
い
る
作
業
以

外
に
免
税
軽
油
を
使
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
免
税
軽
油
を
他
人

に
譲
り
渡
す
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
し
こ
れ
ら
に
違
反
し
ま
す

と
軽
油
引
取
税
か
課
税
さ
れ
ま
す
。

； 
ｒ
生 自動車税等改正のお知らせ等

１、昭和59年度分から自動車税の税額が変わりました。

（乗用車の例）

２級｣Ｌ排気量［U税額新税額排気量１日税額新税題

普３２以下60,35069,270小１Ｇ以下21,67025,070
通３ｕ－６065,45075,220刺ｌＵ－Ｌ５Ｉ２５,50029,320
屯３Ｕ超109'650126,220束１．５Ｕ超29,3203ａ５７０

巌自IQlj車税の納税通失Ⅱ害は５月｢１１句に発付容れよす。蝿お早目に納めましょう蝋

２，身体障沓者に係る自動卓税、自動車取得税の課税免除等の適用範閤か昭和59年４月１
日から次のとお')拡大されました。

：肱大の対象になる障害の区分」二肢不ElEh

lFl風Hllの適用級別］級と２級の１，２級の２

新規別の適用級別１級と２級

※上肢２級の身体障害者手帳をお持ちの方で自動車税の課税免除藍受けられていない力

または、これから自動車をお買いになる方は支庁へご相談ください。

劇||路支庁課税課自動車税係ＴＦＬ４１－ｌｌ３１内線４２０

段=、

な
お
、
免
税
軽
油
の
取
扱
い
に
つ

い
て
ご
不
審
．
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
根
室
支
庁
税
務
課
間

税
係
（
電
話
○
一
五
一
一
一
二
－
三
－
六

一
三
一
番
内
線
五
一
一
三
番
）
ま
で
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。
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囚
月
二
十
四
Ⅱ
農
協
大
会
議
案

に
お
い
て
、
第
三
十
六
回
中
標
津
町

農
協
青
年
部
通
常
総
会
（
部
員
五
十

五
名
の
出
席
、
委
任
状
Ｉ
九
紺
）
が

開
催
さ
れ
た
．

乾
雅
時
部
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓

意
向
調
査
結
果
を
基
に

活
動
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て

第
弱
回
中
標
箪
砺
震
協
青
馨
謙
通
瀧
総
会
曇
り

れ
た
。

◎
昨
年
眸
痒
行
『
た
乳
質
ク
リ
ー
ン
作

戦
に
つ
い
て
青
年
部
独
自
で
今
年

度
も
行
っ
て
ほ
し
い
（
役
員
会
で

検
討
す
る
事
と
し
た
｝

Ｑ
農
協
祭
と
い
う
話
が
出
て
い
る
か

青
年
部
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の

（
児
玉
組
合
長
、
橋
本
地

区
農
青
協
会
長
）
か
ら
、

青
年
部
員
へ
酪
農
情
勢
と

激
励
的
ニ
レ
｜
ぱ
を
瞳
き
、

新
た
な
思
い
で
総
会
に
望

ｊ
し
ぎ
》

ず
ナ
ー

議
長
に
拓
農
の
長
渕
重

繊
煮
か
選
出
さ
れ
、
昭
和

五
十
八
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
．
昭
和
五
十
九

年
度
繭
業
計
両
と
収
支
子

算
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
’
そ
の
叩
で
意

見
と
し
て
次
勿
事
が
冊
さ

〆序、

上
る
一
一
一
月
ニ
ト
四
日
、
第
一
一
一
十
一

四
巾
標
津
町
農
協
婦
人
部
通
常
総
会

か
農
協
大
会
議
室
で
几
十
数
名
の
部

員
が
集
い
開
催
さ
れ
た
。

新
し
い
組
織
作
り
の
充
実
を
目
指

し
て
、
地
区
活
動
。
｜
｜
｜
層
活
動
を
よ

り
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
、
部
員

、
理
解
と
、
よ
り
身
近
か
な
話
題
を

取
り
入
れ
て
進
め
る
事
と
し
た
。
ま

た
、
新
生
活
運
動
の
推
進
に
当
っ
て

は
、
農
協
青
年
部
と
の
強
調
を
図
り

早
急
に
実
現
す
る
よ
う
申
し
合
わ
せ

か
（
話
は
、
今
つ
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
の
で
今
後
検
討
す
る
事
と

し
た
）

以
上
、
主
な
内
答
で
し
た
‐
引
続

き
役
員
改
選
か
行
わ
れ
、
選
考
委
員

会
を
設
け
て
別
記
の
よ
う
に
決
・
筵
さ

れ
た
」
総
会
終
了
後
、
生
石
灰
鞭
布

機
の
利
用
に
つ
い
て
、
簡
易
飼
料
計

算
表
の
使
い
方
．
農
鍔
蕊
騨
鰯
の
利

用
実
態
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当

地
区
活
動
・
三
層
活
動
の

充
実
を
目
指
し
て

第
釧
回
中
標
津
町
農
協
婦
人
部
通
常
総
会
よ
り

先
』
Ｅ

※
五
Ｌ
ｌ
几
年
度
の
主
な
活
動
内
容
は

次
の
よ
う
に
決
定
き
れ
た
。

題
生
活
簡
素
化
連
動
の
推
進

二
、
地
区
活
動
の
推
進

三
、
｜
｜
｜
層
活
動
の
推
進

Ⅲ
、
Ｈ
家
野
菜
栽
塘
講
習
会
の
実
施

二
Ⅱ
頃
予
定
）

五
・
料
理
識
習
会
の
実
施

（
地
区
ご
と
に
実
施
十
二
月
頃
）

六
、
新
年
会
（
作
ロ
叩
農
畜
産
物
加

工
展
・
不
用
品
バ
ザ
ー
等
、
一
月

職
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、
全
日
程
為

終
え
て
散
会
し
た
。

［
新
本
部
役
員
］

部
長
口
築
政
博

副
部
長
太
田
直
行
・
小
林
庇

会
計
藤
井
美
智
夫

監
事
高
禰
勝
義
・
野
口
史
郎

幹
事
松
田
吉
正
・
佐
藤
憲
範

横
川
光
彰
・
山
本
優
文

福
島
剛

戸田､

頃
実
施
予
定
｝

七
、
研
修
旅
行
の
実
施
（
八
月
中
旬

北
児
方
面
、
｜
泊
り
十
定
）

八
、
理
遊
軍
臼
と
の
懇
談
会二
月
子
定
）

九
、
学
習
会
の
実
施
（
二
月
下
定
）

＋
、
各
種
大
会
へ
め
参
加

〈
新
役
員
か
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
致
し
ま
す
〉

部
長
酒
井
拓
了
（
俵
僑
高
台
｝

副
部
長
妾
迷
い
そ
史
北
武
佐
）

会
計
乾
美
佐
子
｛
俵
橋
）

荒
事
湯
山
俊
了
〈
北
武
佐
）

〃
荒
政
子
（
南
中
）

幹
事

（
当
幌
地
区
）
飯
島
ハ
ツ
ｆ
・
筒
井

鈴
子

（
俵
橋
地
区
）
高
野
啓
子
・
森
島
氏

ｆ
・
高
島
豊
子

（
開
陽
地
区
｝
笠
井
順
子

（
俣
落
地
区
）
岩
井
誠
子
・
遠
藤
ハ

ツ
ｆ
・
藤
田
と
み
子

半
択
利
津
子

一
誌
二
俣
落
地
区
）
杉
本
桂
子

（
新
生
地
区
）
峰
松
道
子

（
豊
岡
地
区
）
武
田
光
江

（
協
祁
地
区
）
佐
藤
美
代
子
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｜ること。
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む場合は………｜'it定成績登録を'|'込みし、その成績

が{ｆの条Izl二によ')J1L準以上であれば初代本登録書と

捕淀hjt績議莱普を添えて書き換えをⅡ｣込みし、２代

本登録を行う。

母か初代本登録された場合……その成績が(Ｂ-2）

以上であること。

母が唯礎登録の時……その成績が(Ｂ-3)以上であ

，ること冒

以[二、BlL牛が２代本譲譲れますと、すてに基礎登

録されている娘/|詩は、統登録に繰入れられます”

④③において今後申込みする場合について111べていま

すが、すてに検定成続証明書を有していれ糧、同様

に申込みすることかできます。

<撞定前續登録の申込みについて＞

従来、検定成績の申込みは、分娩後ホル協請３カ月

であったが、今後、最大16カ月まで申込みすることか

でき、また、牛|N常の一括I|】込みも出来るように改正き

れました。

,刀鍼馳後３カ月……………3,000円

②分娩後10カ月……………3,500円

③)分娩後16カ月･･……･……4,200円

極系登鐸|当の検定成績(ＧＰ)も同様に適用する。実

施期ロは59年４)｣１nからで､５８年１月」日以降分娩

ざｵLた牛から適用されます。

④Ni定成績登録農家一括申込み

イ、申込期'二lは毎年度４月末日

ロ、対象牛1よ立会検定農家で、マスター登録ざﾉして

いる血統登録全牛と;i護Llする種系登録牛となる。

（初代・２代本登録[|]込みは別途flﾖ込み）

ハ、料金は20頭まで2,500円、２１頭目から2,000円と

し、【|]込時に概算金を紬'付し、実施頭数により年

度末に桁算するコ

ニ、成績はすべて305日の成績で登録する.365日、

乳期をｲi;望する時は別途申込む。

<血統能力調書の改正について＞

①４世代調書か３世代調森となる。

＠発行者がホルスタイン農協からｒ北海道ホルスタイ

ン協会」となる。

(2)記載内容はいｉｔ定成績の10カ月、年検定を－行に併

記する。審脊成績の４部位の得率を典鎚る。父ﾉｺﾞの

娘牛成績は、ＨＰＤ、アメリカのＰＯ、カナダのＲＡ

ＴｌＮＣを優先して縦せる。

①料金は員外との区別がなくなり、」隅.000円ですか

Ⅲl統慧ｶﾞﾎﾟおよび講査と同時申込みすると１件につき

2,500円となる。

J疫冤、

鈑毎、

ノ
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蕊
(家畜改良課］

く血統･種系について＞

(Ａ)血統関係

①従来の審査成績証明は審査成績登録(ＴＲ)に字句か

変更にな】)、ｉｎ'1尺値の言BfliIiがなくなります。

②従来の検定成績証明は検定hIb縞登録(ＰＲ)に字句が

変更になり、過去にl卜'込みしている成績については

生涯検定で誰散される。

③高等登録制度力瀝止され、新たに優級種雌牛、秀級

種Ilt腱F、金牌種凱膳F制度が設けらｵLる゜その条件は

優級でＦｷ鐘180,3.2％以_'二、ＴＲされていること。

秀級はＦ}識220,32％以上、ＴＲされていること。

（従来の高等Ｆｷ鑓130､脂肪3.2％以上)従来の審査・

検定成績登録(証明)をもって､条件を満たせば優級・

秀級の申込みができる。

(Ｂ)種系関係

①基礎登録牛は、母が初代本登録牛でなければ従来２

代本登録を申込みできなかったが、５９年度よ})即２

代本登録を申込みでき、条件を満たせば２代本登録

され、満たさなければ初代本登録となる．

pgFiL瀞査．再検定成績は字句を審街・検定成績登録に

鯰｣する。したがって従来の再審の申込みは審査成

績登録申込みとなる。

(Ｃ)２代本登録の申込みについて

①雰査により初,代本登録された時………検定成績巻録

の申込みを行い、Ｂ２基堆､３２％以上の検定成績登

録証明を有した時、初代本譜諦書と検定成績登録書

を添えて申込みをする｡(醤き換え）

②検定により初代本登録された牛の母が、初代本登録

された時………審査による２代ｲﾐ登録の申込みを行

う。

③Iｻか初代本登録されていない牛の時………２代本登

録を申込み、審在で76点、検定でＢ弓3緋準､3.2％以

上に達した時。

不合格の時………初代本登録とをl〕、該当する検定

及び審査登録となる。

④従来通り卿が初代本登録されてから２代本登録を申

込みする。

(Ｄ)申込時の注意事項

①埜礎登録牛で検定成績登録証明獣ＧＴ)をもって審

査による２代本登録を申込む場合は

｜母が基礎登録の時……その成績が(B-3)以上であ

rZT 

雌牛の登録、認定･選奨制度(案）

！ 
血統登録

パモ■

ムーーヘヘ

ﾋﾞii辮芒i鬘i塗 |検雫準鑪
年型Ｂ-３ 聖準乳脂量単位:ｋｇＢ"２基準乳護温単位-kロ

【軽産牛．
',(A横震た
，立会駄遁

徳１
Ｊ 

:鍵】ずH；
H1年１０）１ 年

Ｆ 

１ 

咄芭---■－Ⅱ－－---足’
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３年］9：

｢層Wi霧軍’
2３０２２５２７[ 130 １５６１５３１８月

優級種雌牛
（ＭＣ） 

秀級種雌牛
（ＦＤ） 3年半２００２４０２３５２８２ l３Ｅ １６３１６０１９： 

鱗il急…)Ｉ Ｉ｜(鵜iH音）
辮牛(辮騨

（ ４年２１０２５］２４６２９６１４２１７１１６７２０２
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（ＧＭ、）

、
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f'三型 日.S理準乳脂量単位:k９ B簿２塁卒\L龍 Ｈ単位:k９

蝉璽12 １０１」 1年 ﾕＯｌ１ ：年

鐘ペミミミ ２１;;； 3[ﾛ： 2:|｣］ 31[!； 2:､I 3:Ⅲ 2囮 31['１ 

２年 1６９ 203 ﾕ９９ 239 ニユiｊ ﾕ３８ 1３５ 162 

年半 ､８０ 216 212 255 T２２ 二４ ｣４４ 1７３ 

体：
-Ⅱ■ １９］ ２３０ 225 270 １３０ 二５６ 』５３ 183 

牟半 200 240 2３５ 282 1３６ 163 二6０ 二９］

白二 210 252 246 296 142 1７１ 二6７ ２０］ 

年半 ２１６ ２５９ 254 304 !/1６ 176 1７２ 

年 2二８ 261 256 308 二.１ ＃７７ 二7４ 209 

１，k年 220 264 259 311 上4９ ﾕ７９ 176 211 
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農協だよ’）（18）昭和59年５月５に

、
型

こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
圭
賃
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
．

〈
応
募
規
定
〉

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
寿
皇
同
て
送

っ
て
下
さ
い

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
束
七
条
南
二
丁
目

中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
、
Ⅱ
五
月
一
一
十
日
ま
で

＄ 中学生の応募を
おｲ寺ちしてお

蟇
て。 、｡

家す。おり

摩

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
正
解

者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
正
解
者
の
発
表
は
七
月
号
紙
面
で

発
表
い
た
し
ま
す
。

〈
’
’
一
月
号
の
当
避
老
〉

三
月
号
の
正
解
は
「
五
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
者
九
名

で
正
解
者
は
二
塩
で
し
た
。
三
月
号

の
正
解
者
は
次
の
方
々
で
す
。

共
成
中
林
亜
紀
子
ち
ゃ
ん
九
水

西
武
住
石
橋
真
徳
く
人似愛詞

￣ 

［
３
月
号
の
間
違
い
個
所
］

Ⅲ見直そう中古農機Ⅲ

管内中古農機
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内
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根
室
生
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斡
騰


